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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第２四半期
累計期間

第39期
第２四半期
累計期間

第38期

会計期間

自平成28年
　８月１日
至平成29年
　１月31日

自平成29年
　８月１日
至平成30年
　１月31日

自平成28年
　８月１日
至平成29年
　７月31日

売上高 （千円） 1,719,738 2,053,265 3,124,652

経常利益又は経常損失

（△は損失）
（千円） △15,710 72,382 △214,876

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△は損失）
（千円） △14,017 48,831 △265,304

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,663,687 1,663,687 1,663,687

発行済株式総数 （株） 8,042,881 8,042,881 8,042,881

純資産額 （千円） 8,220,282 7,933,612 8,000,959

総資産額 （千円） 10,383,593 10,760,080 10,127,911

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△は損失）

（円） △1.74 6.07 △33.02

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 15.00

自己資本比率 （％） 79.2 73.7 79.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 133,111 △36,397 295,645

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △130,931 △11,209 △148,296

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △162,769 △123,871 △164,850

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,779,900 2,738,023 2,918,283
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回次
第38期

第２四半期
会計期間

第39期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成28年
11月１日

至平成29年
１月31日

自平成29年
11月１日

至平成30年
１月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 14.10 17.54

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第38期第２四半期累計期間及び第38期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

１株当たり四半期（当期）純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第39期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善を背景に緩やかに拡大してお

ります。世界経済は、米国と欧州の経済が堅調に推移したことに加え、新興国経済の緩やかな回復が継続し、着

実な改善を続けております。

当社を取り巻く半導体等電子部品業界におきましては、世の中に存在する様々なモノがネットワークと繋がる

ＩｏＴ（Internet of Things）や人工知能（ＡＩ）の進展により主にシリコンを材料とした半導体メモリーの需

要が急増し、これに関連した設備投資が積極的に行われました。また、当社の関わる化合物半導体及び電子部品

製造装置の販売マーケット（注）においても、新たなモバイル機器や車載センサーなどの電子部品分野、あるい

はＭＥＭＳ（Micro Electro Mechanical Systems＝微小電気機械素子）といった先端分野での研究開発投資が幅

広い企業で進んでおり、その中から本格生産への移行も進んでおります。

このような状況の下、当第２四半期累計期間はオプトエレクトロニクス分野の通信用レーザーや面発光レー

ザー（VCSEL）、電子部品分野の高周波デバイス、パワーデバイス、ＭＥＭＳ、各種センサー等の生産設備案件

において商談が具体化し、国内外の複数顧客からの受注が大幅に増加しており、受注環境は第１四半期に続き好

調を維持しております。その結果、当第２四半期累計期間の受注高は3,863百万円（前年同期比88.8％増）とな

り、当第２四半期会計期間末の受注残高は2,844百万円（前年同期比172.3％増）となりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間における業績は、売上高が2,053百万円（前年同期比19.4％増）、営業利

益は77百万円（前年同期は営業損失84百万円）、経常利益は72百万円（前年同期は経常損失15百万円）、四半期

純利益は48百万円（前年同期は四半期純損失14百万円）となりました。

 

（注）当社の関わる化合物半導体及び電子部品製造装置の販売マーケット

半導体製造装置業界には、シリコン（Ｓｉ＝ケイ素）を材料とした半導体の製造装置を販売する企業は多く

存在しますが、当社は化合物半導体や電子部品の製造装置を主力製品としております。シリコンを材料とした半

導体は主にＤ－ＲＡＭ、フラッシュメモリーなどに用いられますが、当社の扱う化合物半導体はガリウムヒ素

（ＧａＡｓ）、窒化ガリウム（ＧａＮ）、炭化シリコン（ＳｉＣ）などを主体材料とし、シリコンに比べ高速信

号処理に優れ、高電圧で動作したり、幅広い波長の光に反応したりと優れた特性を備えており、シリコンでは達

成できない機能による用途・分野を日々開拓し、着実にその市場を拡大させております。現在、実用化されてい

る主な用途・分野には、照明用（青色ＬＥＤ）に加え車載用に需要が拡大している高輝度ＬＥＤや、通信用・小

型プロジェクター向けに市場が拡大しているＬＤ（オプトエレクトロニクス分野）、スマートフォンやタブレッ

ト型端末の普及で需要を牽引してきた高周波デバイス、省エネ対策として様々な研究開発が進んでいるパワーデ

バイスのほか、インクジェットプリンターヘッド、医療、ライフサイエンス、バイオなどで研究開発が進むＭＥ

ＭＳ（電子部品分野）などがあります。

化合物半導体製造装置の市場規模は、全半導体製造装置市場の10パーセント程度ではありますが、化合物半

導体の加工は非常に困難であり、これを加工する半導体製造装置を製造するには高度な専門知識と技術の蓄積を

要し、参入障壁の高い事業領域であります。当社は、創業以来この化合物半導体及び電子部品製造装置のマー

ケットに特化し、大学・官庁・研究機関などが主な販売先となる研究開発機市場に加えて、近年は電子部品メー

カー・デバイスメーカー・情報通信機器メーカーなどの生産現場が主な販売先となる生産機市場に注力し、様々

な電子機器に不可欠である高周波デバイス、キャパシタ、パワーユニットなどの電子部品市場での設備投資需要

を取り込み、事業を展開しております。

 

主な品目別の売上高は、次のとおりであります。なお、当社は半導体等電子部品製造装置の製造及び販売事業

の単一セグメントであるためセグメント毎の記載はしておりません。

（ＣＶＤ装置）

オプトエレクトロニクス分野の各種絶縁膜、保護膜形成用途での生産機の販売が増加し、売上高は331百万円

（前年同期比309.9％増）となりました。
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（エッチング装置）

電子部品分野の各種センサー向け、オプトエレクトロニクス分野での通信用レーザー向け、アジアでの半導体

メモリー用の欠陥解析向けでの販売が好調で、売上高は1,205百万円（前年同期比17.0％増）となりました。

（洗浄装置）

半導体パッケージの表面洗浄やワイヤーボンディング前の電極洗浄等での幅広い需要があり、売上高は207百

万円（前年同期比6.3％減）となりました。

（その他）

既存装置のメンテナンスや部品販売、装置の移設・改造などで、売上高は309百万円（前年同期比20.2％減）

となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（流動資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は、7,096百万円で前事業年度末に比べ668百万円増加いたし

ました。現金及び預金が175百万円減少した一方、売掛金が864百万円増加したのが主な要因であります。

（固定資産）

当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は、3,663百万円で前事業年度末に比べ36百万円減少いたし

ました。機械及び装置が25百万円減少したのが主な要因であります。

（流動負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は、2,042百万円で前事業年度末に比べ669百万円増加いたし

ました。前受金が350百万円、買掛金が272百万円増加したのが主な要因であります。

（固定負債）

当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は、783百万円で前事業年度末に比べ30百万円増加いたしま

した。退職給付引当金が13百万円、リース債務が９百万円増加したのが主な要因であります。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、7,933百万円で前事業年度末に比べ67百万円減少いたしま

した。これは、利益剰余金が71百万円減少したことなどによります。自己資本比率は73.7％と前事業年度末比

5.3ポイント低下いたしました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ180百万円

減少し、2,738百万円（前事業年度末比6.2％減）となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は36百万円（前年同期に得られた資金は133百万円）となりました。これは主に前

受金の増加350百万円、仕入債務の増加272百万円、法人税等の還付額91百万円がプラスに寄与した一方、売上債

権の増加772百万円であったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は11百万円（前年同期比91.4％減）となりました。定期預金の預入による支出が

1,763百万円、有形固定資産の取得による支出が10百万円に対して、定期預金の払戻による収入が1,756百万円、

貸付金の回収による収入が12百万円であったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は123百万円（前年同期比23.9％減）となりました。これは主に配当金の支払が

120百万円であったことによるものであります。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6) 研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究開発費の金額は、90百万円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動に重要な変更はありません。

 

(7) 経営成績に重要な影響を与える要因

当第２四半期累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,400,000

計 14,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年３月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,042,881 8,042,881
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 8,042,881 8,042,881 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年11月１日～

平成30年１月31日
－ 8,042,881 － 1,663,687 － 2,079,487
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（６）【大株主の状況】

  平成30年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

辻 理 滋賀県大津市 1,010 12.56

サムコエンジニアリング（株） 京都市伏見区竹田藁屋町64番地 920 11.44

（一財）サムコ科学技術振興財

団

京都市伏見区竹田藁屋町36番地 サムコ

（株）内
800 9.95

サムコ従業員持株会 京都市伏見区竹田藁屋町36番地 205 2.55

辻 一美 滋賀県大津市 201 2.50

辻 猛 兵庫県尼崎市 193 2.40

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD

AC ISG （FE-AC）

（常任代理人 （株）三菱東京Ｕ

ＦＪ銀行）

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET

LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM

(東京都千代田区丸の内２－７－１)

135 1.68

（株）三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 129 1.61

京都中央信用金庫 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町91 120 1.49

SICAV ESSOR JAPON

OPPORTUNITES

（常任代理人 香港上海銀行東京

支店）

17 AVENUE HOCHE 75008 PARIS

（東京都中央区日本橋３－11－１）
115 1.43

計 － 3,830 47.63

（注）１．サムコエンジニアリング（株）は、当社代表取締役会長兼社長辻理の資産管理会社であります。

２．当社代表取締役会長兼社長辻理は、サムコエンジニアリング（株）の代表取締役及び（一財）サムコ科学

技術振興財団の理事長を兼務しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年１月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式)

普通株式       9,400
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   8,003,300 80,033 －

単元未満株式 普通株式      30,181 － －

発行済株式総数 8,042,881 － －

総株主の議決権 － 80,033 －

 

②【自己株式等】

平成30年１月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

サムコ 株式会社

京都市伏見区竹田

藁屋町36番地
9,400 － 9,400 0.12

計 － 9,400 － 9,400 0.12

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成29年11月１日から平成30

年１月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年８月１日から平成30年１月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 1.36％

売上高基準 4.33％

利益基準 19.28％

利益剰余金基準 △4.22％
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年７月31日)
当第２四半期会計期間
(平成30年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,722,576 4,547,320

受取手形 117,588 25,594

売掛金 660,646 1,525,070

仕掛品 609,953 835,675

原材料及び貯蔵品 90,113 114,453

前払費用 7,930 9,217

繰延税金資産 73,490 73,490

未収消費税等 82,170 2,482

未収還付法人税等 99,184 －

その他 31,689 29,587

貸倒引当金 △67,510 △66,632

流動資産合計 6,427,832 7,096,259
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年７月31日)
当第２四半期会計期間
(平成30年１月31日)

固定資産   

有形固定資産   

建物 1,038,714 1,040,220

減価償却累計額 △640,759 △657,359

建物（純額） 397,955 382,860

構築物 25,314 25,314

減価償却累計額 △23,913 △24,042

構築物（純額） 1,400 1,272

機械及び装置 735,204 738,418

減価償却累計額 △600,846 △629,551

機械及び装置（純額） 134,357 108,866

車両運搬具 48,869 48,869

減価償却累計額 △36,419 △38,562

車両運搬具（純額） 12,449 10,307

工具、器具及び備品 205,132 211,854

減価償却累計額 △175,743 △180,801

工具、器具及び備品（純額） 29,388 31,053

土地 2,530,836 2,530,836

リース資産 43,558 48,033

減価償却累計額 △29,417 △28,629

リース資産（純額） 14,141 19,404

建設仮勘定 6,608 265

有形固定資産合計 3,127,139 3,084,867

無形固定資産   

特許権 3,386 2,370

電話加入権 2,962 2,962

ソフトウエア 186 146

水道施設利用権 1,550 1,409

リース資産 － 7,863

無形固定資産合計 8,086 14,752

投資その他の資産   

投資有価証券 227,421 236,276

関係会社株式 101,884 101,884

出資金 5,000 5,000

関係会社長期貸付金 55,904 44,239

繰延税金資産 68,270 66,312

差入保証金 76,340 80,552

保険積立金 29,161 29,161

その他 870 772

投資その他の資産合計 564,852 564,200

固定資産合計 3,700,078 3,663,820

資産合計 10,127,911 10,760,080
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年７月31日)
当第２四半期会計期間
(平成30年１月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 341,567 613,663

短期借入金 800,000 800,000

リース債務 4,040 7,313

未払金 79,246 96,768

未払費用 29,904 31,326

未払法人税等 15,369 36,326

前受金 49,728 400,201

預り金 24,933 17,990

賞与引当金 19,300 24,800

製品保証引当金 9,400 12,400

その他 － 2,195

流動負債合計 1,373,490 2,042,986

固定負債   

リース債務 10,101 19,954

長期未払金 505 1,353

退職給付引当金 386,815 400,126

役員退職慰労引当金 356,039 362,045

固定負債合計 753,461 783,480

負債合計 2,126,951 2,826,467

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,663,687 1,663,687

資本剰余金   

資本準備金 2,079,487 2,079,487

資本剰余金合計 2,079,487 2,079,487

利益剰余金   

利益準備金 59,500 59,500

その他利益剰余金   

別途積立金 3,867,000 3,867,000

繰越利益剰余金 219,108 147,438

利益剰余金合計 4,145,608 4,073,938

自己株式 △10,580 △10,711

株主資本合計 7,878,202 7,806,401

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 122,756 127,211

評価・換算差額等合計 122,756 127,211

純資産合計 8,000,959 7,933,612

負債純資産合計 10,127,911 10,760,080
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成28年８月１日
　至　平成29年１月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成29年８月１日
　至　平成30年１月31日)

売上高 1,719,738 2,053,265

売上原価 946,044 1,049,777

売上総利益 773,694 1,003,488

販売費及び一般管理費 ※ 858,238 ※ 926,017

営業利益又は営業損失（△） △84,544 77,470

営業外収益   

受取利息 1,063 886

受取配当金 844 1,120

為替差益 66,468 －

雑収入 4,563 6,775

営業外収益合計 72,939 8,782

営業外費用   

支払利息 1,977 1,934

為替差損 － 11,819

雑損失 2,128 116

営業外費用合計 4,105 13,870

経常利益又は経常損失（△） △15,710 72,382

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △15,710 72,382

法人税等 △1,692 23,550

四半期純利益又は四半期純損失（△） △14,017 48,831
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　平成28年８月１日
　至　平成29年１月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成29年８月１日
　至　平成30年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失

（△）
△15,710 72,382

減価償却費 44,630 57,599

受取利息及び受取配当金 △1,907 △2,007

支払利息 1,977 1,934

為替差損益（△は益） △56,549 8,766

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,719 △877

賞与引当金の増減額（△は減少） △800 5,500

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,118 －

製品保証引当金の増減額（△は減少） △4,300 3,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,444 13,311

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,548 6,006

売上債権の増減額（△は増加） 177,135 △772,431

たな卸資産の増減額（△は増加） 48,723 △241,648

仕入債務の増減額（△は減少） 24,104 272,096

前受金の増減額（△は減少） 61,454 350,473

その他 △84,788 97,987

小計 201,563 △127,907

利息及び配当金の受取額 1,907 2,029

利息の支払額 △2,007 △1,916

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △68,351 91,397

営業活動によるキャッシュ・フロー 133,111 △36,397

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,749,838 △1,763,104

定期預金の払戻による収入 1,743,541 1,756,734

有形固定資産の取得による支出 △133,993 △10,704

投資有価証券の取得による支出 △2,320 △2,442

貸付金の回収による収入 11,701 12,578

その他 △22 △4,270

投資活動によるキャッシュ・フロー △130,931 △11,209

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △77 △130

配当金の支払額 △160,672 △120,502

その他 △2,020 △3,238

財務活動によるキャッシュ・フロー △162,769 △123,871

現金及び現金同等物に係る換算差額 46,661 △8,780

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △113,928 △180,259

現金及び現金同等物の期首残高 2,893,828 2,918,283

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,779,900 ※ 2,738,023
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費

販売費に属する費用のおおよその割合は前第２四半期累計期間29％、当第２四半期累計期間29％であり、

一般管理費に属する費用のおおよその割合は前第２四半期累計期間71％、当第２四半期累計期間71％であり

ます。

主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前第２四半期累計期間
（自 平成28年８月１日

   至 平成29年１月31日）

 当第２四半期累計期間
（自 平成29年８月１日

   至 平成30年１月31日）

旅費交通費 58,379千円 57,580千円

製品保証引当金繰入額 8,948 12,400

役員報酬 44,795 47,990

給料手当 300,462 317,938

賞与引当金繰入額 12,764 16,706

法定福利費及び福利厚生費 74,993 78,992

退職給付費用 11,470 12,238

役員退職慰労引当金繰入額 5,898 6,006

賃借料 34,500 47,683

研究開発費 85,271 90,711

減価償却費 19,893 21,898

貸倒引当金繰入額 5,719 △877

租税公課 23,665 28,273

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自 平成28年８月１日
至 平成29年１月31日）

当第２四半期累計期間
（自 平成29年８月１日
至 平成30年１月31日）

現金及び預金勘定 4,579,922千円 4,547,320千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,800,021 △1,809,296

現金及び現金同等物 2,779,900 2,738,023

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自平成28年８月１日 至平成29年１月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月21日

定時株主総会
普通株式 160,672 20.00 平成28年７月31日 平成28年10月24日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自平成29年８月１日 至平成30年１月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月17日

定時株主総会
普通株式 120,502 15.00 平成29年７月31日 平成29年10月18日 利益剰余金

 

EDINET提出書類

サムコ　株式会社(E02060)

四半期報告書

15/18



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自平成28年８月１日 至平成29年１月31日）及び当第２四半期累計期間（自平成29

年８月１日 至平成30年１月31日）

当社は、半導体等電子部品製造装置の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成28年８月１日
至 平成29年１月31日）

当第２四半期累計期間
（自 平成29年８月１日
至 平成30年１月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△1円74銭 6円07銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△14,017 48,831

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△14,017 48,831

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,033 8,033

（注）１．前第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年３月12日

サムコ 株式会社

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中島   久木     印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 池田   剛士     印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサムコ 株式会社

の平成29年８月１日から平成30年７月31日までの第39期事業年度の第２四半期会計期間（平成29年11月１日から平成30年

１月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年８月１日から平成30年１月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、サムコ 株式会社の平成30年１月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社 (四半期報

告書提出会社) が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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